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＜被災地訪問の旅①　－函館相生教会－＞
「日曜学校の夏季学校を兼ねた被災地訪問の旅報告」
佐藤　誠（函館相生教会教会員）
· 今回は、７月３０日（火）～３１日（水）１泊２日の日程で、日曜学校の夏季学校を兼ねて日曜学校の生徒さん４人と高校生２人と大人１０人と琴似教会から４人の計２０人参加での被災地訪問でした。
· 今回の行程は、釜石→大槌→宝来館→陸前高田で、各地での語り部さんのお話を子どもたちは真剣に聞き、いろいろ感じるところを質問していました。
· 昨年と比べて現状は、車などの鉄くずなどの瓦礫撤去はいくらか進んだようですが、昨年見た、住宅地で住宅の残骸などの撤去がされて更地のように見えていて、良く見ると家の基礎が残っていた場所は、雑草が伸び放題に伸びていて、昨年よりも状況は悪くなっているように見え、復興にはまだまだ時間がかかると感じてしまいました。住宅地の移転場所の問題や土地の高さを確保するための土盛りの高さ、土盛りした後の土が安定するまでの問題、被災した土地の持ち主から買い上げる交渉が進まないことなど、問題が山積みになっているそうです。
· 宝来館のおかみさんが、目線を子ども達に合わせてくれて、震災の話や復興に前向きに向かい合っている話に、子ども達は疲れを忘れて目を輝かせて聞き入っていました。
· 今回も、１泊２日の旅の後に、２日間だけでしたが、高校生２人と大人５人の計９人でボランティアに参加できました。カリタスジャパンの大槌ベースで、１日目は、研修で旅では見る事の出来なかった現地を廻って見せていただきました。カリタスジャパン大槌ベースの黄色のベストを着ていると通りすがりの人が寄ってきて気さくに震災の時の話・現在の心境・今後の事など話して下さいました。この地でのカリタスジャパン大槌ベースの人たちの働きが強く根付いている事を感じました。
· 仮設住宅で仮設の売店を経営している岩間さんの話を聞いて、区長として仮設住宅の住人の方々を一人一人気遣っている姿、復興に向けて精力的に講演に出向いて行ったり前向きに行動している姿に高校生達は感動し、勇気付けられていました。
· ２日目は、地域の子どもの催し物の手伝いでした。たくさんの子ども達が来てくれてふれあう事が出来ました。あれだけの大変な経験と心に大きな傷を持っているはずなのに、たくさんの明るい笑顔を見せてくれた事が救いでしたし感動しました。
· 今回の旅で、日曜学校の生徒達が何をどう感じて帰ってきたか心配でしたが、先日の報告会で一人一人が被災地の事をしっかりと受け止めたくさんの事を感じ取ってきてくれた事を心強く思いました。
· また、ボランティアに参加した高校生達も多くの事を被災地で感じ取って持ち帰って来ています。この経験をこれからの生活で生かし友達やいろいろな人たちに伝えて欲しいと思っています。
· 今回参加した日曜学校の生徒と高校生会の生徒が、９月２２日の報告会で一様に語っていたのは、震災の思った以上の被害と悲惨さ、この事を忘れてはいけない事、見てきた事を知らせなければならない事、そして機会があれは、ボランティアに参加したいという思いを持った事でした。
＜被災地訪問の旅②　－鶴見教会－＞
「被災地いわき市フィールドワークに参加して」
福井節子（鶴見教会社会問題委員会委員長）
一歩を踏み出すこと
　鶴見教会は近隣の教会に呼びかけて、２０１３．９．２６（木）～２７（金）の１泊２日の日程にて総勢２３名で、福島県いわき市を訪問してまいりました。これから被災地フィールドワークを計画される教会の方々の参考になればと思い、ここに私たちの体験を報告させていただきます。
　日本キリスト教会震災対策事務所の中家盾牧師から、鶴見教会が中心となり近隣の教会に呼びかけて、被災地（いわき市）訪問を実行してみたら、とのお誘いがありました。震災対策Newsにたびたび被災地訪問ツアーのお誘いが載り、また１３号には函館相生教会の報告が特集されており、参加の皆様がそれぞれすばらしい体験をされたのを知っておりました。しかし、私たちだけでプログラムを企画し実行することは到底できないとの思いと、また一度の訪問だけではかえって現地へ迷惑をかけるのではないかとの思いがありました。
　ところが中家盾牧師の「現地の人たちは震災から２年半を経た今、自分たちの現状をわかってほしいと思っている。人々から忘れられていくことを心配している。また訪問する私たちにとっても、被災の現場に身を置いてみることが大切なのです。震災対策事務所で“出来る限りの協力”をします」との言葉に励まされ実行に至った次第です。
　１０月２０日（日）に鶴見教会において報告会が行われ、参加者からさまざまな感動、感想が伝えられ、この訪問を実行してよかったと思いました。
　“百聞は一見に如かず”です。皆様の教会が被災地フィールドワークを体験されることをお勧めいたします。今度はわれわれが“出来る限りの協力”をさせていただきたいと願っております。（連絡先：鶴見教会社会問題委員会　TEL０４５－５８２－８６９４）
フィールドワークの概要
　①目的
　　・被災地に実際に身を置いてみること
　　・被災された方、現地でボランティアア活動をされている方々との交流
　　・近隣の教会との交わり
　②参加人数　　７教会　２３名
　　　教会別内訳：鶴見教会１３名、横浜海岸教会４名、横浜長老教会１名、大森教会１名、
　　　　　　　　 鎌倉栄光教会２名、栃木教会１名、南浦和教会１名
　③参加費　一人　１１，０００円
　④学習会　於：鶴見教会　対象：ツアー参加者及び関心のある方
　　　　　　第１回　２０１３．８．２９（木）
　　　　　　　　　・ビデオ（『飯舘村　－放射能と帰村－』）上映
　　　　　　　　　・福島県いわき市の被災状況と現在
　　　　　　第２回　２０１３．９．５（木）
　　　　　　　　　・ビデオ（『チェルノブイリ原発事故　汚染地帯からの報告（２）
　　　　　　　　　　　　　－ウクライナは訴える』）上映
　　　　　　　　　・原子力について
　　　　　　　　　　ａ）キリスト教にとっての原子力問題
　　　　　　　　　　ｂ）『キリスト者として原発をどう考えるか』（内藤新吾著）を通して
　⑤献金と謝礼とお土産
　　　このツアーのために参加教会、鶴見教会の方々から、目標額以上の多くの献金が献げられました。このツアーに参加できない方たちからの思いと共に、被災者支援に働いていらっしゃる教会・ボランティアグループ・体験を語ってくださった方々に献げてまいりました。
　⑥訪問先
　　　震災対策事務所企画の被災地フィールドワーク（いわき市の場合）のプログラム通りに実行し　　　 ました。（cf.震災対策News　No．２０）
　　　いわき市の海岸沿いを北上し被災現場に立ってみること、キリスト教関係者、団体から体験を　　　 うかがうこと、仮設住宅での交わり等。
　⑦報告会
　　　２０１３年１０月２０日（日）　於：鶴見教会
　　　参加他教会にも呼びかけて行いました。
　　　また「社会問題委員会たより」２４号を＜被災地訪問ツアー＞特集号として発行する予定です。
被災地訪問ツアーを終えて
　●中家盾牧師が「近隣教会に呼びかけて」とおっしゃった意味がわかりました。
　　鶴見教会だけでしたらこのツアーは実現できなかったことでしょう。また普段出来なかった交わりを参加近隣教会の方たちと持つことができ、今後も何らかの形で交流を続けたいとツアーを終えた今思います。
　　日本同盟基督教団勿来キリスト福音教会、住吉英治牧師は、３．１１以降、教派にとらわれないキリスト教団体を結成した。食品放射能計測プロジェクトもそのひとつ。その働きがいわき市内に必要とされ広がっていること、また新しく福島の市民を巻き込んで「ハッピー・アイランド・フクシマプロジェクト」の活動を始めると報告されました。
　　カトリック埼玉教区「もみの木」の働きも、近隣の４教会に呼びかけて埼玉教区一つでは担いきれない仮設住宅への働きを分担している。「もみの木」はカトリックのみでなく聖公会も加わっての活動拠点となっているとの話がありました。
　　日本キリスト教会の宣教のあり方を問われた思いが致しました。
　　日本キリスト教会震災対策事務所が、被災地への支援を日本キリスト教会内だけに留めるので　　はなく、他のキリスト教会、キリスト教団体と連携して働いていることの意義を思いました。
　●事前の学習会を通して、福島原発事故・放射能被害に対して無関心であってはならないとの思　　いを強くしました。命の源である土、水、空気が汚染されています。ウラン採掘所で働く者たち、　　原発で働く者たち、被爆した子どもたちが次々に病に倒れている事実をこのまま見過ごしていい　　のでしょうか。
　　どんどん溜まって行く放射性廃棄物（汚染水も含め）が地球を汚染し続けていることを直視して、今この時に生きているキリスト者として、否は否と言っていかなければならないと思いました。
　●このツアーにはキーワードがたくさんありました。住吉英治牧師の話の中にも、｢もみの木｣（カトリック埼玉教区管轄のボランティア団体）、「みみ」（地元の傾聴ボランティア団体）の働きの報告にもたびたび“より添う”との言葉が使われていました。また事前学習会でこのツアーで心することは“傾聴”“共感”にあることも学びました。ここにもう一つ“執着心を捨てる”がキーワードに加わったのです。
　　代々続く造り酒屋の長男で、受け継いできたものをすべてを失ったカトリック教徒の吉田和則さ　　んの言葉です。いままで大切にしてきた物を何もかも失くした今、物への執着心を捨てたと淡々　　と話されました。この被災体験から生き方が変わった方の言葉は重く真実で心に響きました。
　　　　　　　　　
　●日本キリスト教会出版局発行の『家庭礼拝暦』では、９月１日～１０月２７日まで、ヨブ記が取り上　　げられています。９月は井上豊牧師、１０月は佐藤泰将牧師の解説で読み進んでいます。ツアー　　に参加して、ヨブの苦悩と、一瞬にして生活のすべてを失い苦しみの中に突然入れられた人々　　のことが重なりました。津波で家屋が流され敷石だけ残り、周りには背の高く伸びた草がおおっ　　ているところに立ち、あれこれ思いめぐらしました。その翌朝の朝まだき、空を赤く染めて昇る太　　陽を見たときの感動は忘れられません。
　　｢あなたは全能であり御旨の成就を妨げることはできないと悟りました｣（ヨブ記４２章２節）が実感　　として迫ってきました。
　　ツアーを体験して聖書の御言葉から以前とは違う響きが聞こえてきます。
＜外国人被災者支援＞
「多文化共生と日本語教育　
　　－とうほく移住者フォーラムから見えてきたこと－」
　　　　　　松田節子（大和教会教会員）
（NPO法人「かながわ難民援助協会」理事　日本語教師）
　11月30日に東北学院大学で行われた「とうほく移住者フォーラム２０１３」に参加しました。インドシナ難民を中心に神奈川県内に暮らす外国人を支援するNPOに属する私にとって、このフォーラムのプログラムは大変興味深く、大いに期待しての参加でした。そして、その期待に違わず、いやそれ以上に多く教えられ、今後の活動の課題や方向性が示され、実り豊かな時であったことを感謝しています。
　特に被災地の外国人コミュニティーの生の声が聞けたことは、貴重な経験でした。この中で「私たちは、弱者じゃない。」と語られた福島在住のフィリピン女性の言葉が強く心に残っています。被災する前にも感じていた日本社会の大きな壁が、甚大な被害を受けたその時には更に高くなって立ちはだかってきたことは容易に想像できます。日本語が分からないゆえに正しい情報が入らず、大きな不利益を被っていることを知った上での言葉であり、小学生の娘さんを健康上の理由で遠く大阪に移住させている状況下での発言です。
　様々な賜物を持っているのに、それを社会で生かすことができないことは、人としての尊厳につながる問題ではないでしょうか。この壁が「ことば」「日本語」であることは外国人被災者へのアンケート調査の結果にはっきりと表れています。もちろん、文化の違いなどもあるでしょう。しかし、日本社会で生きていくための必要不可欠な生きる道具としての「日本語」の力不足であることは事実です。現にフォーラムでの議論は、日本語の力不足でかみ合わないことが多々ありました。日本語の壁があるかぎり、せっかくの賜物を十分に生かすことができません。一つの例として、介護の人材が不足しているために、各地域やコミュニティーで外国人のためのヘルパー養成講習が行われ、喜んで老人施設でヘルパーの仕事に就く外国人は多くいるのですが、多くが中途で離職してきます。その理由の大きなものが、報告書が書けない、引継ぎができないなど日本語の力不足、特に「書く」力の不足によるのです。ヘルパー講習の前に日本語教育がなされるべきなのですが、それができていない現実です。文化的背景の違う人々が互いの賜物を生かしあって、共に住みやすい社会を作っていくためには、何よりも日本語の教育、それも「読み」「書き」「話す」「聞く」の四技能をしっかり身につけるための教育であることを再認識いたしました。それは、ボランティアが教える週に一度の教室などでは、到底身につくものではありません。経験とスキルを兼ね備えた日本語教育のプロが、集中的に教える必要があるのです。この点に関して、フォーラムの中でも、会津若松の国際交流協会のスタッフである中国人女性が「ボランティアの日本語教室はいりません。専門家による集中した日本語教育が必要です。」と発言されたことに耳を傾けなければならないでしょう。
　今回のフォーラムのテーマは「震災復興は多文化共生から」ということであります。しかし、「多文化共生」といくら叫んでも、日本語の壁があるかぎり、それは掛け声だけに終わってしまうのではないでしょうか。日本人も外国から来た人々も互いの賜物を生かしあって、共に生きていくためには、その第一歩として日本語の教育をと、それもボランティアに頼らずにと、声を大にして発していきたいと思います。それは日本政府の責任であり、やるべきことであると思うからです。「震災復興は多文化共生から」そして「多文化共生は日本語教育から」と機会あるごとに発していけたらと願っています。
※3人の方が書いてくださった「被災地訪問の旅」「外国人被災者支援」の原稿は、随分前からいただいていたものです。にもかかわらず、震災対策事務所の都合で「震災対策News」22号の発行が遅くなり、その内容が古いものになってしまいました。ひとえに震災対策事務所の責任によるものであり、心よりお詫び申し上げます。
＜日本キリスト教会震災対策事務所より＞
中家　盾（震災対策事務所書記／栃木教会牧師）
①震災対策事務所3年目の歩みについて
　東日本大震災が生じた2011年の第61回大会においては、「在日外国人など弱い立場におかれている人々への支援はおろそかにされがちであり、教会はそのような人々への奉仕を優先的に行っていく課題に直面している」との提案理由のもと、「東日本大震災被災者支援に関する建議案」が提出されました。この建議案を受けて、「表記事務所の…任期は当面3年とし、任期の延長等については大会常置員会と表記事務所が協議をして判断する」との大会常置委員会報告が議場に示され、議場はこれを承認しました。
　それから2年が経った2013年の10月、第63回大会が開かれ、震災対策事務所の第1期3年目の歩みが始まりました。震災対策事務所における最終年となるやもしれないこの1年を歩み出すにあたって、まず最初に確認したことは、「今年1年の間になすべきことは何か」ということです。その中で浮かび上がってきたことの一つは「これまで行ってきた支援活動の行く末を見定める」ということであり、もう一つは、「これまで行ってきた支援活動の総括をする」ということでした。
　そこで、まず「これまで行ってきた支援活動の行く末」について述べたいと思います。
　A.外国人被災者支援
　震災対策事務所の所員が運営委員の1人として関わりを与えられてきた外国人被災者支援プロジェクト（「外キ協」、NPO「笑顔のお手伝い」、「郭基煥研究所」の三者からなる）は、2013年11月をもって2年3カ月にわたる活動を閉じることとなりました。今後は、三者それぞれが、それぞれに託された働きを担っていくということになるでしょう。
　その状況下にあって、今後、震災対策事務所が更なる具体的な支援を展開していくことは難しいことです。というのも、現場に拠点を置き、足しげく通い、密接な関係を築き続けていくことのできる人材が圧倒的に不足しているからです。ただ、それでも、個々の働きと個別に連携しつつ、細々とではあっても外国人被災者支援の働きに携わっていくことはできるのではないかと考えています。
　B.東松島市の仮設住宅訪問
　東京中会連合婦人会と仙台黒松教会が主となって担ってきてくださった「2カ月に1度、東松島市の仮設住宅を訪問し、支援物資を届ける」という働きは、2013年12月をもって終えることとなりました。今後は、年1～2回程度、仙台黒松教会に交流を持っていただくということになるでしょうか。
　日本キリスト改革派東仙台教会の手引きを受け、東松島市新東名地区の被災者の方々が入居しておられる仮設住宅をお訪ねしたのは2012年2月のことです。以来、8世帯の方々と結びついてきた訳ですが、その間、新たに家を建てたり、家族のもとに身を寄せたりということで仮設住宅を出られる方々がおられ、現在では3世帯の方々が仮設住宅に残っておられるという状況です。
　何度かお訪ねする中で、仮設住宅に住んでおられる方々が心を開いてくださり、言葉にするには重すぎる震災時の様子をお話しくださり、交わりを深めることができたことは貴重な体験でした。教会の中に閉じこもり、なかなか地域社会に出て行くことができないで来た私たちが、これから先、誰と、どのように向き合い、対話し、歩んでいけばよいのかを教えられたきっかけの一つであったように感じています。
　C.被災地ボランティア
　2011年には、日本キリスト改革派東仙台教会の手引きを受けて、東松島市新東名地区において…、2012年には、カトリック仙台教区サポートセンター／カリタスジャパンの手引きを受けて、南三陸において…、2013年には、日本基督教団東北教区被災者支援センターエマオの手引きを受けて、仙台市若林区笹屋敷において携わってきた被災地ボランティアですが、震災対策事務所としては2013年12月をもって募集を終了しました。
　それぞれの団体においては、現在も被災地ボランティアを続けられています。参加を希望される方は、ホームページ等を通して、それぞれの団体にお問い合わせいただければと思います。特に、日本基督教団東北教区被災者支援センターエマオに関しては、今年の2月から千葉正彦さん（仙台黒松教会教会員）がエマオのスタッフとして働かれることとなりました。まだまだ沢山の手を必要としているとのことですので、被災地ボランティアを考えておられる方は、直接エマオの千葉正彦さんに問い合わせていただくことも考えていただければと思います。
　なお、学生の方々に対しては個々のケースに応じて交通費の補助を行うことも考えています。領収書を添えて交通費補助の申請をいただければ、個別に対応させていただくつもりです。
　D.被災動物の保護、パネル展
　現在、アニマルフレンズ新潟で保護されている動物たちは全部で300匹です。それらの動物たちにかかる費用で最も大きなものは保護した犬や猫たちにかかる検査・治療などの医療費です。また、10棟にのぼる施設を冬の間中暖めておく電気代も莫大なものだそうです。
　数多くの被災動物たちが新しい家庭に引き取られていったものの、いまだ引き取り手のない犬や猫は数多く残されており、厳しい状況はまだまだ続いています。フクシマが置かれている現状を知っていただく上で、被災動物パネル展の開催はその一助になるものと思っています。
　また、アニマルフレンズ新潟の一日や、アニマルフレンズ新潟の代表イザベラ・ガラオン・青木さんのインタヴューを10分程度の映像にまとめたDVDを作成し、上映することも考えています。不明な点はお気軽に震災対策事務所までお問合せください。
　その他、詳細につきましては、「震災対策News」被災動物版をご覧ください。
　続いて、「これまで行ってきた支援活動の総括」について述べたいと思います。
　A.アンケートの実施
　各教会に、お願いしたいと考えていますことは、東日本大震災の支援活動に関するアンケートの実施です。3月中にはアンケート用紙をお届けし、1カ月半位の回答期間の後、回収したいと考えています。具体的な内容については、アンケートそのものを見ていただければと思いますが、このアンケート結果が一つの記録となり、今後、災害支援をなしていく際の一つの手がかりとなることを願っています。ご協力いただけますよう、よろしくお願いします。
　B.報告書の作成
　震災対策事務所の3年間の歩みについては、10月に開かれる第64回大会の議事資料の中で、ある程度まとまった形で報告する予定ですが、それに加えて、それぞれの活動に対する短い総括とアンケートの結果を取りまとめた小冊子を各教会に配布することができればと考えています。また、これまで発行してきた「震災対策News」を含め、様々な会議の議事録なども冊子の形に取りまとめ、歴史編纂委員会や大会事務所などで保管していただくことができればと考えています。
　C.原発関連の取り組み
　現在、検討していますことの一つは、カトリック埼玉教区管轄の「もみの木」（いわき市）における傾聴ボランティアへの参加です。3～4名の人が、1泊2日もしくは2泊3日の日程で、「もみの木」の前に設置されている仮設住宅（主に原発周辺地域から避難してきた人たちが入居している）を訪れ、お話しを聞いたり、一緒にラジオ体操をしたりします。
　また、いつ終わるとも言えない原発事故問題に関しては、被災者に対する支援を続けていくと共に、原発そのもののあり方を考える取り組みにも関わっていきたいと思っています。そのためにも、「震災対策News」において参考書の紹介を行ったり、講師を招いての学習会を開いたりすることができればと考えています。また、「放射能汚染地域から21日間離れることによって、大幅に免疫力をUPさせることができる」との研究成果に基づいて実施されている「フクシマの子供たちを21日間避難させよう」といった働きなどに関わっていくことも大切な働きとなるのではないでしょうか。
②震災対策事務所の今後の歩みについて
　東日本大震災から3年を経た今、復興に関してはまだまだということが言えます。また、原発事故後を巡る状況も予断を許さず、そのことに対する関わりは極めて長期化することが予想されます。とは言え、現地に対する直接的な支援活動は徐々に集結しつつあり、震災対策事務所の今後の歩みについて決断を下す時期が近づいてきました。その震災対策事務所において、今後、取り得る選択肢には次のようなものがあるでしょうか。(A)「任期は当面3年とし」ということに基づき、3年をもって終了する。(B)3年目を終えた時点でもう1年延長する。(C)第1期3年を終え、第2期目に入る。
　震災対策事務所が支援活動を通して学ばせられたことの一つは「重荷を負っている方たちに対して、キリストの愛に支えられつつ、そして、キリストの愛を携えつつ、日々寄り添っていく。そのようなディアコニアの働きの中に、教会の本質があるのであり、新しく与えられた出会いを通して教会自身も豊かにされていく」ということです。ただこのことは、何も東日本大震災の支援活動にのみ見られることではなく、これまで多くの教会がそれぞれの地域においてなし、確認してきたことでもあります。だとするならば、東日本大震災にのみ関わるのではなく、今、生じている他の災害、そして、これから起こるであろう他の災害に対しても目を開かれ、関わりを持っていくことが求められているのではないでしょうか。その意味において、3年をもって終了するという選択肢を選び取ることにも意味はあろうかと思われます。
　ただし、そのことは「全てを投げ出してしまう」ということではありません。(1)むしろ、「今回の震災支援を通して深められ広げられることとなったディアコニアの働きや理念を途切れさせることなく、組織的にも神学的にも整えていく」ということへ発展していく必要があるでしょう。(2)(i)その中にあっては、日本国内における災害を支援できるような仕組みを用意すると共に、(ii)日本国外における災害を支援できるような仕組みを用意するということも視野に入れたいものです。(3)また、継続的な支援を必要とする原発事故被害者、外国人被災者に対しては、協力者に委託するという形などを取りながらも行っていけるような枠組みが必要となることでしょう。
　それ以外にも、(1)今回の震災支援のために献げられた尊い献金を、誰が、何に、どのように用いていくのかという議論をしなくてはなりません。(2)また、緊急時にすぐに動き出せるような常設の組織を、(A)新たに設けるのか、(B)あるいは大会常置委員会のもとに置くのか、(B)あるいは人権委員会等、既存の委員会のもとに置くのかといったことも議論していかなければならないことです。いずれにせよ、現時点においてはハッキリとしたことはまだ何も決まっていません。大会常置委員会と検討を重ねた上で、10月の第64回大会においてよい決断を下すことができるような提案をすることができればと願っています。
③報告
　以下の行事が行われました。
　(1)外国人被災者支援センター主催／日本キリスト教会後援
　　「とうほく移住者フォーラム2013」　11月30日（土）　於：東北学院大学
→今回の「震災対策News」をご覧ください。
　(2)第15次被災地ボランティア（最終）　12月3日（火）　於：被災者支援センターエマオ（仙台市）
　(3)東松島市仮設住宅訪問（最終）　12月13日（金）　於：東松島市響工業団地
④被災動物の保護、パネル展について
［被災動物パネル展の報告］（2013年10月～）
　(1)横浜長老教会　　  2013年10月14日（月）13時～17時
　(2)室蘭教会　　      2013年10月26日（土）10時～17時
　　　　　　　　　　　　　　    27日（日）10時～17時
　(3)大垣荒尾教会　　  2014年 1月19日（日） 9時～15時
　(4)大垣市内信徒会　  2014年 1月21日（火）19時～21時
［被災動物パネル展の開催予定］（2014年3月～）
　(1)鶴見教会　　      2014年 8月24日(日)
　(2)北広島山手伝道所　2014年 9月28日（日）
　(3)住吉教会　        2014年10月19日（日）
［支援物資の提供を求めています］
　①アニマルフレンズ新潟の動物たちが少しでも温かく快適に過ごすための毛布や膝掛けがまだまだ不足しています。②また、フード、ペットシーツ（特にワイドタイプ）、猫砂など消耗品も絶えず必要とのことです。ご支援いただける方は下記にお送りいただけるでしょうか。また、お送りいただいた場合、その旨、震災対策事務所中家盾までご連絡いただければ幸いです。
＜送付先＞
〒953-0026　新潟市西浦区伏部1430　アニマルフレンズ新潟
TEL　0256-73-3599
＜送付後の連絡先＞
Eメール　jun.nakaie@dog.cx
〒328-0033　栃木市城内町1-10-6　中家盾
FAX　0282-22-3967
［以下の講演会が行われます］
　講演会　「DVD『zone存在しなかった命』販売記念」
　日時　2014年3月8日（土）14時～
　場所　八重洲ブックセンター本店　8階ギャラリー
　講演者　イザベラ・ガラオン青木（アニマルフレンズ新潟代表）、
　　　　　北田直俊（映画監督）
　　　　　平山ガンマン（飯舘村にて犬たちのボランティア活動に従事）
<献金・献品をありがとうございました＞
①被災動物支援献金・献品
　被災動物支援のための献金・献品がありました。感謝をもって報告させていただきます。
＜献金＞
　10/14　横浜長老教会       　13,500→被災動物パネル展における募金
　10/27　匿名（栃木）          　5,000
　11/ 3　神山永（栃木）　        5,000
　11/ 4　遠藤浩美（加西）　     10,000
　11/ 5　室蘭教会　           35,500→被災動物パネル展における募金
　11/ 5　室蘭教会愛隣献金　   11,000
　12/ 6　関本幹人・千恵（栃木）   3,000→ワクチン代
　12/17　金目伝道所         　10,000
　12/21　佐伯康全・邦子（福島）　10,000
　12/23　松坂純子（町田市）    　7,000
　12/23　松坂純子（町田市）    　3,000→ワクチン代
　 1/ 5　杉山早苗（栃木）　     10,000
　 1/19　栃木教会つむぎの会　   3,000→被災動物支援物品（猫の小物）販売売上金
　 1/19　大垣荒尾教会　       18,700→被災動物パネル展における募金
＜献品＞
　10/29　中村洋子（横浜海岸）　    →タオルケット2、バスタオル10、フェイスタオル30
　12/11　村松惠美（大宮東）　      →バスタオル10、タオル10、ペットシーツ1袋、カイロ100
　12/29　匿名（栃木）　            →毛布9、タオルケット5
　 2/13　震災対策事務所被災動物　→加湿器1、スチームクリーナー1、猫ハウス1
 　2/23　野呂達哉・由生（室蘭市）　 →フード（3.5㎏）
（2013年10月13日（日）～2014年３月1日（土）分、敬称略）
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